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近
代
に
お
け
る
日·

朝
漢
学
者
の
交
流
と
影
響

　

朴　
　
　

暎　

美

一
　
は
じ
め
に

　

韓
国
は
三
国
時
代
に
漢
字
を
受
け
入
れ
て
以
来
、
長
い
間
漢
字
を
使
用
し
て
い
た
。
朝
鮮
時
代
に
世
宗
大
王
が
ハ
ン
グ
ル
を
発
明
し
て
か
ら

も
、
漢
字
は
使
わ
れ
続
け
た
。
下
層
民
と
女
性
は
ハ
ン
グ
ル
を
使
用
し
た
が
、
支
配
階
層
と
士
大
夫
は
漢
字
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
支
配
階
層
と

士
大
夫
は
漢
字
を
「
真
書
」
と
呼
ん
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
名
称
は
漢
字
で
書
い
た
「
文
（
文
書
、
文
学
な
ど
す
べ
て
の
記
録
物
）」
の
み
が
「
ほ

ん
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。

　
「
真
文
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
意
識
が
形
象
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
時
代
の
士
大
夫
が
「
真
文
」
＝
漢
字
で
形
象
化
し
た
も
の
は
、
中

国
が
ア
ジ
ア
の
文
明
国
で
あ
り
覇
権
国
と
い
う
考
え
、
つ
ま
り
「
中
華
」
の
空
間
の
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
ま
た
中
国
は
文
明
の
施
恵

者
と
し
て
、
朝
鮮
は
そ
の
施
恵
を
受
け
る
唯
一
の
国
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
中
国
文
明
の
施
恵
の
中
で
、
漢
字
を
通
じ
て
文
明
を
受
け

入
れ
、
そ
れ
を
土
台
と
し
て
文
物
と
文
化
を
発
展
さ
せ
て
き
た
と
い
う
自
負
心
、
所
謂
「
小
中
華
意
識
」
は
朝
鮮
士
大
夫
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

近
代
期
に
入
っ
て
、
朝
鮮
は
、
明
治
維
新
以
後
、
欧
米
文
明
を
う
け
い
れ
文
明
国
の
隊
列
に
入
っ
た
日
本
を
目
睹
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
以
前
か
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ら
も
っ
て
い
た
伝
統
的
日
本
蔑
視
観
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
朝
鮮
は
西
洋
の
植
民
地
拡
張
政
策
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
変
化
す

べ
き
で
あ
る
と
覚
醒
し
た
。
す
な
わ
ち
、
政
治
、
社
会
、
教
育
な
ど
国
家
全
体
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
朝
鮮
に
と
っ
て
は
、
先
発
国

で
あ
る
日
本
が
行
っ
た
明
治
維
新
が
朝
鮮
の
改
革
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
。
特
に
、
物
質
文
明
に
お
け
る
目
覚
し
い
発
展
は
、
朝
鮮
の
進
歩
勢
力
を

魅
了
さ
せ
る
の
に
十
分
だ
っ
た
。
い
ま
や
朝
鮮
は
「
中
国
に
学
ぼ
う
」
と
い
う
主
張
か
ら
「
日
本
に
学
ぼ
う
」
と
い
う
主
張
へ
変
わ
り
始
め
て
い

た
。

　

近
代
に
朝
鮮
の
自
主
国
家
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
人
々
の
中
に
は
、
日
本
を
モ
デ
ル
と
し
よ
う
と
し
た
人
々
が
で
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
朝
鮮

の
漢
学
知
識
人
は
、
文
明
国
、
主
権
国
を
目
指
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
日
本
と
の
交
流
を
通
じ
て
先
進
の
文
化
を
受
け
入
れ

よ
う
と
し
た
。
当
時
の
朝
鮮
の
漢
学
知
識
人
は
朝
鮮
の
支
配
階
級
で
あ
り
、
朱
子
学
を
信
奉
し
な
が
ら
華
夷
論
的
な
世
界
観
を
も
っ
て
い
た
存
在

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
彼
ら
の
対
日
観
の
変
化
は
、
ま
た
新
し
い
朝
・
日
関
係
を
求
め
た
。
日
本
で
も
、
中
国
を
中
心
し
た
華
夷
的
な
秩
序

か
ら
脱
し
た
新
し
い
国
際
関
係
、
つ
ま
り
万
国
公
法
に
基
づ
い
た
関
係
を
、
朝
鮮
と
結
ぼ
う
と
し
た
。
双
方
の
要
求
に
相
応
し
く
、
方
法
を
模
索

す
る
た
め
の
様
々
な
動
き
が
始
っ
た
。
本
研
究
は
こ
の
動
き
の
一
つ
と
し
て
朝
・
日
「
交
流
」
に
注
目
し
た
。

　
「
交
流
」
と
い
う
の
は
新
し
い
世
界
に
接
す
る
こ
と
と
言
え
る
。
近
代
初
頭
朝
鮮
人
と
っ
て
発
見
さ
れ
た
日
本
は
、
明
治
維
新
を
通
じ
て
換
骨

奪
胎
し
て
、「
文
明
の
国
」
に
な
っ
た
の
で
、
彼
ら
朝
鮮
人
の
持
論
を
覆
す
ほ
ど
の
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
朝
鮮
人
に
は
、
西
欧
の
侵
略
に

対
抗
し
て
白
人
種
と
競
い
だ
す
ほ
ど
に
発
達
し
た
文
明
を
持
っ
た
日
本
、
進
歩
的
な
政
治
制
度
を
取
り
揃
え
た
日
本
は
、
警
戒
の
対
象
で
あ
り
、

同
時
に
羨
望
の
対
象
に
も
な
っ
た
。

　

本
研
究
は
ま
ず
、
朝
鮮
が
日
本
に
文
明
を
伝
え
る
と
い
う
優
位
的
な
立
場
か
ら
、
文
明
国
と
し
て
日
本
を
認
識
し
つ
つ
、「
学
日
＝
文
明
国
日

本
を
学
ぼ
う
」
の
思
考
へ
と
変
わ
り
始
め
る
時
期
ま
で
を
研
究
の
対
象
と
す
る
。

　

本
研
究
は
、
朝
鮮
と
日
本
の
漢
学
者
が
互
い
に
交
流
し
て
影
響
を
し
た
こ
と
に
関
す
る
研
究
で
、
主
に
旅
行·

使
節
団
来
日
時
の
著
作
及
び
朝

鮮
に
輸
入
さ
れ
た
日
本
側
文
献
を
対
象
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
朝
鮮
と
日
本
の
多
様
な
文
献
と
人
的
交
流
及
び
そ
の
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
、
こ



近代における日 · 朝漢学者の交流と影響

— 71 —

れ
に
よ
っ
て
朝
鮮
と
日
本
と
の
近
代
を
め
ぐ
る
様
々
な
言
説
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

さ
ら
に
、
朝
鮮
と
日
本
の
交
流
を
通
し
て
「
植
民
言
説
」
が
伝
播
さ
れ
た
と
い
う
仮
説
を
証
明
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
植
民
言
説
の
土
台
で
あ

る
明
治
儒
学
の
様
相
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
。
明
治
維
新
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
明
治
儒
学
が
、「
ア
ジ
ア
」
を
め
ぐ
る
三
国
連
帯
、
同
種
同

文
論
を
主
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
日
本
の
近
代
化
だ
け
で
は
な
く
東
ア
ジ
ア
の
近
代
化
と
も
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
を
究
明
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

二
　「
同
文
」
と
「
善
隣
」
と
い
う
言
説

　

朝
鮮
と
日
本
、
そ
し
て
中
国
は
長
い
間
漢
字
を
媒
介
と
し
て
言
語
生
活
を
共
有
し
て
来
た
。
近
代
的
社
会
へ
の
変
革
は
漢
字
が
支
配
し
た
東
ア

ジ
ア
の
秩
序
を
崩
す
こ
と
か
ら
出
発
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
漢
字
す
な
わ
ち
儒
学
の
言
語
で
あ
る
漢
字
か
ら
脱
す
る
こ
と
は
、
中
華

的
秩
序
と
の
断
絶
を
、
そ
し
て
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
捜
す
た
め
の
第
一
歩
を
意
味
す
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
そ
ん
な
に
簡

単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
新
し
い
政
治
環
境
が
形
成
さ
れ
て
、
社
会
が
急
い
で
西
欧
化
を
目
指
し
て
改
革
を
行
っ
て
も
、
言
語
環
境
は
変
わ
っ

て
い
か
な
か
っ
た
。
当
時
の
日
本
を
例
と
し
て
近
代
期
ア
ジ
ア
に
お
け
る
漢
字
の
位
置
を
吟
味
し
て
見
よ
う
。

　

明
治
維
新
と
言
え
ば
「
文
明
開
化
」
と
同
義
語
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
旧
時
代
の
学
問
の
中
心
で
あ
っ
た
漢
文
は
一
斉
に
退
潮
し
た
と
考
え

ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
事
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
維
新
政
府
の
顕
官
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
地
の
藩
黌
で
漢
学
修
行
を
し
て
き
た

エ
リ
ー
ト
た
ち
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
の
価
値
観
の
根
底
に
は
旧
漢
学
の
教
養
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
強
烈
な
愛

着
が
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
た
。
そ
こ
で
新
時
代
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
彼
ら
は
「
漢
語
」
を
使
っ
て
文
章
を
作
ら
せ
れ
ば
漢
文
調
で
あ
っ

た
。
明
治
の
初
年
は
も
っ
ぱ
ら
漢
文
や
漢
文
直
訳
が
流
行
し
た
。
ま
た
全
国
諸
藩
の
人
々
は
、
互
い
に
交
通
し
会
合
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
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し
か
し
各
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
方
言
が
あ
っ
て
、
話
す
言
葉
が
理
解
で
き
ず
、
非
常
に
会
話
の
障
害
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
漢
語
が
流
行
っ
て

そ
し
て
維
新
以
降
に
は
こ
れ
ら
の
人
々
が
多
く
要
路
に
た
っ
た
た
め
、
つ
い
に
漢
語
が
上
流
社
会
の
言
葉
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
１
）。

　

日
本
の
言
語
環
境
と
同
じ
よ
う
に
、
朝
鮮
に
お
い
て
も
漢
字
は
書
き
言
葉
と
教
養
の
言
語
で
あ
っ
た
。
当
時
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
の
中
か
ら

漢
字
の
位
置
を
見
て
み
よ
う
。
ロ
シ
ア
の
南
下
及
び
イ
ギ
リ
ス
の
中
国
侵
略
な
ど
か
ら
可
視
化
さ
れ
た
西
洋
の
侵
略
に
対
す
る
朝
・
中
・
日
の
危

機
感
に
対
し
て
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
西
洋
列
強
の
侵
略
に
よ
り
崩
れ
て
い
く
中
国
。
明
治
維
新
の
混
乱
の
中
に
あ
っ
た
日
本
。
そ
し

て
「
衛
正
斥
邪
」
的
立
場
で
鎖
国
し
た
朝
鮮
。
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
三
国
を
、
一
つ
に
集
結
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の

も
、
漢
字
に
よ
り
言
語
生
活
が
ま
だ
有
效
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
漢
字
は
話
し
言
葉
に
は
使
用
不
可
能
だ
っ
た
が
、
長
い
間
占
め
て
き
た
書
き
言

葉
の
地
位
は
健
在
で
あ
っ
た
。
た
と
え
後
に
朝
鮮
と
日
本
で
漢
字
廃
止
論
が
沸
き
上
が
っ
て
も
こ
の
地
位
を
譲
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

東
ア
ジ
ア
の
書
き
言
葉
と
し
て
、
漢
字
の
位
置
と
役
割
は
「
同
文
論
」
と
い
う
こ
と
で
よ
く
現
わ
さ
れ
て
い
る
。「
同
文
」
に
は
久
し
く
朝
・

中
・
日
が
漢
字
を
媒
介
し
て
の
共
同
体
意
識
が
含
ま
れ
て
い
る
（
２
）。

　

し
か
し
近
代
期
の
同
文
論
は
、
中
国
か
ら
日
本
に
発
話
者
が
変
わ
っ
た
と
い
う
点
で
、
伝
統
的
な
こ
と
と
は
異
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
さ

ら
に
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
。

　

一
つ
目
は
、「
同
文
」
は
「
同
教
同
文
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
発
に
よ
る
と
、
東
ア
ジ
ア
は
、
漢
字
と
い
う
言
語
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
共
同
体
論
を
越
え
、「
儒
教
」
と
い
う
思
想
の
共
同
体
論
が
主
張
さ
れ
た
。

　

次
は
一
八
八
一
年
三
島
中
洲
が
朝
鮮
朝
士
視
察
団
の
一
員
だ
っ
た
厳
世
永
と
崔
成
大
に
与
え
た
漢
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
を
読
み
な
が
ら
同
文
論

に
対
す
る
考
え
方
を
見
て
み
よ
う
。

同
教
同
文
情
好
親
。	

相
逢
似
異
邦
人
。
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檀
君
開
国
国
源
遠
。	

箕
氏
化
民
民
俗
醇
。

探
水
討
山
経
万
里
。	

觀
風
察
政
滞
三
旬
。

一
朝
送
別
尤
惆
悵
。	

再
会
難
期
海
外
賓（
３
）。

　

上
の
詩
は
、
三
島
中
洲
が
、
厳
世
永
と
崔
成
大
が
帰
国
す
る
際
、
餞
別
と
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
が
言
っ
た
「
同
文
同
教
」
と

い
う
こ
と
は
、
朝
鮮
と
日
本
が
漢
字
文
化
圏
だ
け
で
は
な
く
、
同
教
、
す
な
わ
ち
儒
教
の
文
化
圏
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い

た
。

　
「
同
種
同
文
論
」
が
黄
人
種
の
漢
字
文
化
圏
と
い
う
こ
と
に
比
べ
て
、「
同
文
同
教
論
」
は
儒
教
文
化
圏
と
い
う
意
味
が
強
い
。
金
允
植
が
三
島

中
洲
に
唱
和
し
た
詩
で
も
、
そ
の
よ
う
な
意
識
を
再
び
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
異
文
相
同
。　

事
竆
変
則
通
。 三

島
中
洲
（
一
八
三
一
年
一
月
二
二
日
―
一
九
一
九
年
五
月
一
二
日
）
は
、
漢
学
者
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教

授
、
新
治
裁
判
所
長
、
大
審
院
判
事
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
東
宮
御
用
掛
、
宮
中
顧
問
官
、
二
松
學
舍
大
学
の

前
身
と
な
る
漢
学
塾
二
松
學
舍
の
創
立
者
で
あ
る
。
重
野
安
繹
、
川
田
甕
江
と
と
も
に
明
治
の
三
大
文
宗
の
一
人

に
数
え
ら
れ
る
。
本
名
は
毅
で
、
字
は
遠
叔
、
通
称
貞
一
郎
、
中
洲
は
号
で
あ
る
。
一
八
七
七
年
九
月
に
中
村
敬

宇
、
重
野
安
繹
、
川
田
甕
江
、
鷲
津
毅
堂
、
阪
谷
朗
廬
、
川
北
梅
山
、
南
摩
綱
紀
ら
と
邸
内
に
経
国
文
社
を
興

す
。
そ
し
て
翌
月
、
一
八
七
七
年
一
〇
月
一
〇
日
、
四
八
歳
の
と
き
、
漢
学
塾
二
松
學
舍
を
創
立
し
た
。
一
八
七

八
年
一
月
東
京
高
等
師
範
学
校
の
漢
学
教
授
と
な
る
。
一
八
九
九
年
三
月
、
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。
一
九

一
二
年
八
月
、
東
宮
侍
講
を
辞
し
、
宮
内
省
御
用
掛
を
拝
命
す
る
。　

（
４
）
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大
功
須
歲
計
。　

吾
道
貴
時
中（
５
）。

　

金
允
植
に
と
っ
て
日
本
は
、「
地
異
文
相
同
」
か
つ
「
吾
道
」
の
国
で
あ
っ
て
、
三
島
中
洲
に
と
っ
て
朝
鮮
は
、「
同
教
」
の
国
で
あ
っ
た
。

　

上
の
よ
う
に
同
文
論
は
漢
字
を
言
語
と
し
て
見
る
段
階
を
越
え
て
、
儒
教
文
化
圏
と
い
う
概
念
に
包
合
さ
れ
た
。
儒
学
者
で
あ
る
金
允
植
と
三

島
中
洲
の
間
に
、
こ
れ
ほ
ど
共
通
し
た
意
識
が
持
た
れ
る
理
由
は
、
西
欧
化
の
脅
威
に
さ
れ
た
儒
教
、
す
な
わ
ち
東
洋
精
神
に
た
い
す
る
脅
威
に

互
い
が
深
く
共
鳴
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、
日
本
発
「
同
文
論
」
は
ア
ジ
ア
連
帯
主
義
の
線
上
か
ら
出
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
日
本
発
「
同
文
論
」
の
特
徴
は
何

か
。
そ
れ
は
同
文
の
国
家
で
あ
る
朝
鮮
と
日
本
、
そ
し
て
中
国
が
連
帯
し
て
、
西
欧
す
な
わ
ち
「
異
種
異
文
」
の
侵
略
に
抵
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
朝
鮮
が
内
憂
外
患
の
危
機
に
あ
る
に
せ
よ
、
日
本
と
の
連
帯
を
選
択
す
る
ま
で
に
は
、
外
交
的
な
葛
藤
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
朝
鮮
に
と
っ
て
特
に
、
日
本
が
壬
辰
年
（
一
五
九
二
年
）
に
朝
鮮
を
侵
略
し
た
過
去
と
、
強
制
的
に
江

金
允
植
（
キ
ム
・
ユ
ン
シ
ク
、
一
八
三
五
年
─
一
九
二
二
年
）
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て

の
、
朝
鮮
の
政
治
家
・
思
想
家
で
あ
る
。
本
貫
は
清
風
金
氏
、
字
は
洵
卿
、
号
は
雲
養
で
、
文
集
に
『
雲
養
集
』、

『
天
津
談
草
』、『
陰
晴
史
』、『
壬
甲
零
稿
』
な
ど
が
あ
る
。
甲
申
政
変
の
時
に
袁
世
凱
の
援
軍
で
開
化
派
を
排
除

し
た
。
甲
午
改
革
の
金
弘
集
内
閣
の
外
務
大
臣
で
あ
っ
た
。
一
八
九
六
年
露
館
播
遷
の
時
に
乙
未
事
変
を
座
視
し

た
と
い
う
理
由
で
済
州
島
に
配
せ
ら
れ
た
が
一
九
〇
七
年
赦
免
を
受
け
た
。
日
本
か
ら
子
爵
（
朝
鮮
貴
族
）
を
授

け
ら
れ
る
が
、
3
・
1
独
立
運
動
の
時
に
韓
国
独
立
請
願
書
を
日
本
政
府
と
朝
鮮
総
督
府
に
提
出
し
て
、
弾
圧
後

に
幽
閉
、
爵
位
を
剥
奪
さ
れ
た
。
一
九
一
五
年 

經
学
院
大
提
学 

に
な
り
、
学
士
院
賞
を
与
え
ら
れ
た
。

（
6
）
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華
島
条
約
を
締
結
し
た
当
時
（
一
八
七
五
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

朝·
日
間
の
連
帯
の
た
め
に
は
そ
の
よ
う
な
問
題
か
ら
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
三
島
中
洲
が
一
八
八
〇
年
、
第
2
次
修
信
使
で
あ
っ

た
金
弘
集
に
送
っ
た
漢
詩
に
は
、
過
去
の
朝
・
日
関
係
に
対
す
る
批
判
と
、
そ
し
て
互
い
に
連
帯
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
次
の
よ
う
に

唱
え
た
。

晋
秦
構
難
非
今
日
。
韓
魏
連
和
是
此
時
。

紛
紜
旣
往
鬩
牆
事
。
付
与
吟
筵
酒
一
巵（
７
）。

　

彼
は
過
去
朝
鮮
と
日
本
の
争
い
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
鬩
牆
事
」
す
な
わ
ち
、
兄
弟
間
の
争
い
の
よ
う
な
こ
と
で
、
昔
の
こ
と
と
見
た
の
で

あ
る
。
ま
た
彼
は
「
紅
塵
四
隣
暗（
８
）」
の
よ
う
な
絶
体
絶
命
の
状
況
で
、
東
ア
ジ
ア
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
合
従
連
衡
を
す
べ
し
、
そ
の
よ
う
な

連
帯
が
成
し
遂
げ
ら
れ
れ
ば
、
よ
う
や
く
「
東
洋
波
浪
穏
」
に
な
る
と
言
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
歴
史
上
で
同
文
論
は
、
漢
字
を
書
き
言
葉
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
し
、
漢
字
文
化
圏
の
中
で
の
疎
通
に
よ
っ

て
、
ア
ジ
ア
の
連
帯
を
企
て
る
言
説
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
直
接
対
面
の
時
は
、
筆
談
、
漢
詩
の
や
り
取
り
な
ど
の
か
た
ち

が
あ
り
、
間
接
的
に
は
、
知
識
の
流
通
、
漢
字
で
著
作
さ
れ
た
刷
り
物
に
よ
っ
て
知
識
を
流
通
さ
せ
る
方
法
が
あ
っ
た
。
一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士

視
察
団
が
日
本
を
訪
れ
た
折
、
収
集
し
た
資
料
を
漢
学
者
た
ち
に
漢
訳
を
依
頼
し
た
（
９
）こ
と
は
そ
の
よ
う
な
例
の
一
つ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
日
本
発
同
文
論
が
目
指
し
て
い
た
の
は
、
ア
ジ
ア
の
連
帯
で
あ
っ
た
。
朝
鮮·

中
国·

日
本
の
諸
国
は
ア
ジ
ア
連
帯
主

義
の
実
現
を
理
想
に
し
、
明
白
な
対
西
洋
戦
線
を
引
こ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
三
国
が
、
東
ア
ジ
ア
に
占
め
て
い
た
力
学
関
係
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
こ
の
理
想
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
日
本

は
、
朝
鮮
と
中
国
に
対
し
て
武
力
で
脅
か
し
、
強
制
的
に
条
約
を
締
結
す
る
と
か
、
侵
略
と
挑
発
行
為
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
と
は
、
同
士
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と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

一
八
七
六
年
、
朴
珪
寿
に
代
わ
っ
て
書
い
た
姜
瑋
の
次
の
文
は
、
朝
・
中
・
日
が
互
い
に
「
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
す
る
姿
勢
を
示

し
て
い
る
一
例
で
あ
る
。

下
示
日
本
領
事
初
入
中
国
。
請
開
舘
交
市
定
條
約
時
。
有
勿
侵
属
国
一
條
。
今
彼
之
遣
使
中
国
。
稱
以
修
好
朝
鮮
云
者
。
以
其
曾
有
条
約

也
。
故
自
明
此
挙
之
爲
修
好
。
而
其
意
万
一
不
如
意
。
而
至
於
動
兵
。
則
亦
欲
発
明
於
中
国
曰
。
朝
鮮
先
失
。
故
不
獲
已
而
至
於
用
兵
。
非

日
本
之
違
約
於
中
国
也
。
其
意
必
如
此
。
然
則
我
不
先
動
。
彼
雖
以
兵
船
恐
喝
。
必
不
至
於
先
発
加
兵
矣
。
此
一
段
教
意
。
誠
是
今
日
日
本

称
兵
之
肯
綮
也
。
亦
今
日
処
事
之
機
要
也
。
今
按
大
清
政
府
。
復
日
本
政
府
書
云
。
貴
大
臣
推
念
中
国
和
好
之
情
。
詳
述
用
意
。
無
非
信
守

我
両
国
条
規
。
敦
睦
不
渝
。
又
曰
。
日
前
貴
大
臣
晤
称
弁
事
。
固
要
照
約
。
此
一
条
語
。
卽
指
年
前
条
約
而
云
然
也
（
（（
（

。

　

上
記
に
よ
る
と
、
朝·

中·

日
間
は
条
約
を
結
ん
で
互
い
に
侵
略
し
な
い
こ
と
に
し
た
が
、
も
し
自
国
の
目
論
見
が
外
れ
た
場
合
に
は
、「
違

約
」
を
言
い
が
か
り
に
し
て
相
手
の
国
に
兵
力
を
出
動
さ
せ
た
り
し
た
。

以
此
觀
之
。
彼
情
雖
極
叵
測
。
亦
顧
畏
条
約
。
我
不
先
失
。
則
彼
亦
不
敢
軽
動
。
今
日
所
恃
而
從
事
者
。
惟
此
一
段
而
已
。
捨
此
則
頃
刻
激

変
。
無
可
爲
者
矣
。
日
本
政
府
所
云
。
窃
祈
朝
鮮
国
以
礼
接
我
使
臣
。
不
拒
我
所
求
。
以
能
永
保
平
和
也
。
若
不
然
而
事
遂
至
敗
。
則
韓
人

自
取
不
測
之
禍
必
矣
。
此
一
段
。
不
可
專
帰
之
恐
嚇
語
。
誠
亦
日
本
称
兵
之
骨
子
語
也
。
曰
。
不
拒
我
所
求
。
其
所
求
者
何
事
也
。
若
知
其

所
求
之
事
而
聴
從
。
則
必
不
動
兵
。
不
爲
聴
施
。
則
必
然
動
兵
。
此
今
日
事
機
。
必
至
之
勢
也
。
然
則
今
日
之
事
。
宜
决
於
此
。
而
彼
之
所

求
。
若
係
難
從
之
請
。
則
此
当
奈
何
乎
（
（（
（

。
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日
本
は
朝
鮮
に
、
自
分
た
ち
の
要
求
を
聞
き
入
れ
た
ら
平
和
を
永
遠
に
保
障
し
て
や
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
不
祥
事
が
突
発
す
る
と
脅
し

た
。
け
れ
ど
も
、
日
本
が
朝
鮮
に
要
求
す
る
こ
と
は
、
朝
鮮
側
が
聞
き
入
れ
に
く
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
日
本
に
対
抗
し
た
と
た
ん
、
日

本
は
軍
隊
を
出
動
さ
せ
た
。

　

強
制
的
な
条
約
の
取
り
結
び
に
よ
り
、
同
文
論
の
虚
像
が
崩
れ
た
。
そ
の
瞬
間
、
同
文
圏
と
い
う
の
は
「
想
像
の
共
同
体
」
で
、
実
体
も
な
に

も
な
い
こ
と
に
気
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
連
帯
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
々
に
朝·

日
関
係

は
同
文
の
国
で
、
そ
し
て
善
隣
の
国
で
あ
る
と
し
て
、
ア
ジ
ア
連
帯
は
形
骸
化
さ
れ
た
。
東
ア
ジ
ア
に
近
代
以
前
ま
で
は
、
中
華
主
義
に
根
ざ
し

た
中
国
発
「
同
文
論
」
が
そ
の
場
所
を
占
め
て
い
た
が
、
近
代
に
は
日
本
の
膨
脹
政
策
に
根
ざ
し
た
日
本
発
「
同
文
論
」
に
変
わ
っ
て
き
た（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
発
「
同
文
論
」
に
対
す
る
受
信
者
と
し
て
、
朝
鮮
の
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
朝
鮮
に
ア
ジ
ア
連
帯
を
主
な
内
容
と
す

る
黄
遵
憲
の
『
朝
鮮
策
略
』
が
伝
わ
っ
て
、
朝
鮮
の
開
化
勢
力
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
黄
遵
憲
は
興
亜
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
ア
ジ
ア
の
諸
国

が
日
本
を
中
心
に
連
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
持
論
を
も
っ
て
い
た
。

　

一
八
八
〇
年
修
信
使
の
一
員
で
あ
る
朝
鮮
の
開
化
思
想
家
、
姜
瑋
（
一
八
二
〇
─
一
八
八
四
）
が
興
亜
会
に
参
加
し
、
ま
た
一
八
八
一
年
朝
鮮

末
松
謙
澄
（
一
八
五
五
―
一
九
二
〇
）
は 

明
治
・
大
正
時
代
の
政
治
家
。
名
は
正
式
に
は
「
の
り
ず
み
」
と
読

む
。
号
は
青
萍
。
東
京
日
日
新
聞
社
に
入
社
し
て
文
才
を
発
揮
。
伊
藤
博
文
に
認
め
ら
れ
て
官
途
に
つ
い
た
。
一

八
七
八
年
駐
英
公
使
館
書
記
生
見
習
と
し
て
渡
英
し
、
翌
年
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
入
学
。
文
学
・
語
学
・
法
学

を
修
め
、
滞
英
中
『
源
氏
物
語
』（
抄
）
を
英
訳
刊
行
し
た
。
一
八
八
六
年
帰
国
後
、
内
務
・
文
部
両
省
に
勤
め
、

一
八
八
九
年
に
は
伊
藤
の
長
女
と
結
婚
。
第
1
回
衆
議
院
議
員
選
挙
以
来
、
3
回
連
続
当
選
し
、
一
八
九
六
年
か

ら
は
貴
族
院
に
転
じ
た
。
一
八
九
二
年
以
後
、
第
二
～
四
次
の
各
伊
藤
内
閣
で
法
制
局
長
官
・
逓
信
大
臣
・
内
務

大
臣
を
歴
任
。
一
九
〇
七
年
子
爵
。
演
劇
改
良
会
の
設
立
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
流
作
家
バ
ー
サ
・
Ｍ
・
ク
レ
イ
の
小

説
『
谷
間
の
姫
百
合
』
や
イ
ギ
リ
ス
人
ア
ン
デ
ル
の
『
日
本
美
術
全
書
』
の
翻
訳
、『
防
長
回
天
史
』
の
編
纂
な

ど
、
幅
広
い
活
動
で
も
知
ら
れ
る
。

（
14
）
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朝
士
視
察
団
が
興
亜
会
も
訪
問
す
る
ほ
ど
、
興
亜
会
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
。『
興
亜
会
報
告（
（（
（

』
に
は
、
一
八
八
〇
年
か
ら
一
八
八
六
年
ま

で
に
か
け
て
朝
鮮
人
の
参
加
と
活
動
に
関
し
て
そ
の
報
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

た
し
か
に
、
朝
鮮
は
あ
る
程
度
に
は
、
ア
ジ
ア
連
帯
論
に
国
運
を
か
け
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
か
ら
、
朝
鮮
は
開
港
以
降
、
開
化
の
準
備
を

す
る
た
め
、
日
本
に
公
式
的
な
使
節
団
を
4
回
、
ま
た
非
公
式
的
な
使
節
団
も
派
遣
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
植
民
政
策
は
東
ア
ジ
ア
の
浪
漫
的

な
夢
を
再
び
崩
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
朝
・
日
は
「
内
鮮
一
体
」
と
い
う
新
し
い
関
係
を
作
り
は
じ
め
た
。
植
民
地
初
期
、
日
本
側
で

注
目
さ
れ
る
人
物
に
は
末
松
謙
澄
が
い
た
。

　

彼
は
一
八
七
六
年
江
華
島
条
約
で
朝
鮮
を
訪
問
し
て
朝
鮮
人
と
付
き
合
っ
た（
（（
（

。
一
九
〇
五
年
以
後
に
は
、
朝
鮮
人
の
訪
日
時
、
彼
の
家
で
あ
る

芝
城
山
館
で
大
規
模
な
宴
会
を
開
催
し
た
り
し
た
。
当
時
、
大
勢
の
朝
鮮
と
日
本
の
顯
官
及
び
漢
学
者
た
ち
が
参
加
し
て
、
多
数
の
漢
詩
を
唱
和

し
た
が
、
後
に
『
善
隣
唱
和
』
1
（
一
九
〇
八
）・
２
（
一
九
〇
八
）
と
『
納
涼
唱
和
集
』（
一
九
〇
八（
（（
（

）、『
軽
妙
唱
和
集
』（
一
九
〇
八（
（（
（

）
が
出

版
さ
れ
た
。
末
松
に
対
す
る
朝
鮮
人
の
思
い
は
、
一
九
〇
九
年
観
光
団
の
一
員
と
し
て
来
日
し
た
鄭
万
朝
の
詩
に
残
っ
て
い
る
。

望
公
甞
若
古
人
然
。
得
読
篇
章
賴
阿
連
。

（
去
年
家
季
來
遊
多
得
詩
文
而
歸
）

脣
齒
相
依
修
旧
好
。
心
肝
一
泻
話
新
縁
。

古
文
政
値
今
昭
代
。
左
海
曾
与
此
盛
筵
。

会
見
兮
衣
爭
繍
句
。
鷄
林
千
載
永
流
伝
（
（（
（

。

　

鄭
万
朝
は
彼
の
弟
鄭
丙
朝
を
通
じ
て
末
松
に
つ
い
て
す
で
に
知
っ
て
い
た
し
、
特
に
、
朝
鮮
側
に
彼
は
詩
人
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

と
て
も
お
も
し
ろ
い
。
末
松
の
上
記
の
著
作
か
ら
見
て
、
日
本
が
朝
鮮
を
「
兄
弟
国
」
と
呼
名
し
た
が（
（（
（

、
そ
の
一
方
で
は
、
一
九
〇
八
年
に
朝
鮮
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人
は
、
日
本
と
の
関
係
に
対
し
て
「
同
文
国
」·

「
善
隣
国
」
か
ら
、「
兄
弟
国
」
と
し
て
認
識
す
る
ほ
ど
に
至
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば

「
脣
歯
相
依
元
旧
誼
（
（（
（

」「
兄
弟
情
誼
曠
千
古
（
（（
（

」
等
々
の
言
葉
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
植
民
地
支
配
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

三
　
開
化
の
悩
み
、
欧
米
化
と
儒
学

　

前
章
で
は
同
文
論
を
中
心
に
、
近
代
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
と
こ
れ
を
取
り
囲
む
ア
ジ
ア
連
帯
主
義
に
対
し
て
論
じ
た
。
当
時
、
開
港
し
た
朝
鮮

は
、
日
本
の
開
化
を
鏡
に
し
よ
う
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
が
、
朝
鮮
の
「
東
道
西
器
」
的
な
開
化
と
、
中
国
の
「
中
体
変
用
」
的
な
開
化
が

追
い
求
め
た
理
想
の
実
現
を
示
し
た
実
例
と
見
え
た
か
ら
で
あ
る
。
開
化
の
実
態
を
調
査
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
朝
鮮
朝
士
視
察
団
の
報
告
書

に
は
、
開
化
を
め
ぐ
る
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

最
近
通
西
之
時
。
朝
議
不
一
。
或
有
攘
外
不
納
者
。
或
有
開
門
請
納
者
。
及
其
通
西
以
後
。
或
有
政
法
之
悉
倣
西
人
者
。
或
有
仍
守
旧
制

者
。
謂
以
開
港
鎖
港
之
党
。
開
化
守
旧
之
論
。
而
互
相
傾
軋
持
久
抵
捂
。
党
是
時
。
関
白
之
餘
党
。
內
以
做
乱
。
欧
米
之
强
敵
外
而
侵
虐
。

執
政
幾
人
。
臆
決
倡
起
。
排
衆
議
挾
主
威
。
朝
庭
之
上
。
是
非
靡
定
。
野
衖
之
間
。
議
論
紛
紜
。
甚
至
大
臣
。
街
路
喫
劒
。
不
爲
改
意
。
仍

許
通
和
。
頗
傚
西
法
。
今
日
改
昨
日
之
法
。
明
日
改
今
日
之
法
。
所
以
鎖
港
守
旧
之
人
。
更
不
敢
参
烈
於
朝
議
。
而
開
港
開
化
之
徒
。
超
迁

官
秩
爲
世
顕
。
用
現
今
或
有
開
悔
以
一
遵
西
法
。
自
以
爲
恥
。
有
急
進
漸
進
之
論
而
殆
若
騎
虎
難
下
云
。
是
白
斉
（
（（
（

。

　

日
本
の
場
合
も
、
開
化
の
過
程
で
「
開
化
」
と
「
守
旧
」
の
争
い
が
あ
っ
て
、
ま
た
徳
川
幕
府
の
反
発
も
強
か
っ
た
。
西
欧
の
侵
略
を
目
の
前

に
置
い
て
開
化
を
め
ぐ
る
様
々
な
論
争
を
し
た
末
に
、
開
化
を
始
め
た
が
、
昨
日
作
っ
た
法
を
今
日
直
し
て
、
今
日
作
っ
た
法
を
明
日
直
す
の



日本漢文学研究８

— 80 —

が
、
常
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
で
も
「
守
旧
」
と
「
開
化
」
勢
力
の
対
峙
は
激
し
か
っ
た
。
特
に
西
洋
の
西
学
と
東
洋
の
儒
学
の
は
ざ
ま
で
、
開
化
論

者
に
し
て
漢
学
者
で
あ
る
者
の
悩
み
は
深
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士
視
察
団
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
崔
成
大
が
三
島
中
洲
を
訪
問
し
、
筆
談
し
た
内
容
を
中
心
に
こ
れ
を
調
べ
て
見
よ
う
。
筆

談
集
は
『
三
島
中
洲·

川
北
梅
山·

崔
成
大
筆
談
録
』
で
、
二
松
学
舍
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
発
刊
し
た
『
三
島
中
洲
研
究
』vol.4

（2009

）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

一
八
八
一
年
七
月
九
日
崔
成
大
は
菊
町
の
三
島
中
洲
宅
を
訪
問
し
た
。
こ
の
当
時
三
島
中
洲
は
法
務
省
の
仕
事
を
や
め
て
、
東
京
大
学
に
出
講

し
て
い
た
。
崔
成
大
は
司
法
視
察
を
担
当
し
た
厳
世
永
の
随
員
と
し
て
来
日
し
た
。
彼
は
一
八
三
四
年
出
生
し
て
字
は
士
行
、
号
は
雲
皐
で
あ
っ

た
（
（（
（

。

　
「
筆
談
」
十
五
に
は（
（（
（

、
儒
学
と
西
洋
の
近
代
的
技
術
の
関
係
に
対
す
る
討
論
が
載
せ
て
あ
る
。
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

十
五

毅　

弟
元
修
儒
學
者
。
然
多
年
在
法
官
、
讀
洋
律
、
又
與
洋
人
接
、
知
其
長
短
如
道
德
則
周
孔
不
可
不
奉
。
但
其
技
術
取
洋
所
長
。
恐
公

平
。
貴
意
如
何
。

成
大　

古
今
天
下
、
安
有
抛
道
德
尙
技
術
而
致
治
之
理
乎
。
寧
互
濟
之
則
無
怪
耳
。

長
顒　

評
曰
、
万
世
不
易
之
論
。

毅　

然
老
莊
亦
自
称
道
德
釈
氏
耶
蘇
亦
然
。
故
余
以
周
孔
爲
真
道
德
。

成
大　

不
能
弁
似
是
之
非
、
則
何
足
道
哉
。

長
顒　

使
周
孔
在
今
日
則
必
不
唱
道
德
。
而
真
道
德
在
其
中
。
如
何
。

成
大　

同
我
亞
細
之
国
尙
矣
。
無
論
幷
与
西
人
而
入
我
道
德
之
域
。
道
德
弥
天
地
則
更
有
何
功
利
技
術
之
可
論
乎
。
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長
顒　

功
利
技
術
不
可
不
論
。
但
以
道
德
爲
根
柢
則
不
陷
詐
譌
（
（（
（

。

　

上
記
の
な
か
で
、
三
島
中
洲
は
、
西
洋
の
長
所
と
短
所
を
把
握
し
て
技
術
の
み
を
取
り
上
げ

る
と
い
う
「
和
魂
洋
才
」
を
主
張
し
た
。
反
面
、
崔
成
大
は
道
徳
（
儒
学
）
を
捨
て
て
、
技
術

の
み
を
追
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
す
る
と
三
島
中
洲
は
、
老
莊
及
び
釈
迦
、
キ
リ

ス
ト
も
皆
「
道
徳
」
で
あ
っ
た
が
、
本
当
の
道
徳
は
儒
学
で
あ
る
と
言
っ
た
。
崔
成
大
も
似
而

非
で
は
な
い
真
正
な
道
徳
を
分
別
す
る
よ
う
に
な
れ
と
。
さ
ら
に
西
洋
の
技
術
を
東
洋
に
受
け

入
れ
た
よ
う
に
、
儒
学
の
道
徳
も
全
天
地
に
及
ぶ
よ
う
に
な
る
と
述
べ
た
。
川
北
梅
山
は
「
公

利
」
と
「
技
術
」
と
い
う
の
が
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
道
徳
（
儒
学
）
を
根
本
と

し
て
い
な
け
れ
ば
偽
り
に
陥
る
と
考
え
た
。

　

崔
成
大
は
開
化
と
言
え
ど
も
、
技
術
と
道
徳
を
仕
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
っ
て
、
三

島
中
洲
の
論
理
に
傾
い
た
疑
問
を
払
拭
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
島
中
洲
は
す
で
に
明
治

維
新
の
技
術
的
発
展
を
日
常
的
に
経
験
し
た
の
で
、
崔
成
大
と
は
違
う
主
張
が
で
き
た
。
崔
成

大
は
西
洋
の
技
術
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
よ
ほ
ど
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。

崔
成
大
の
よ
う
な
態
度
に
対
し
て
、
三
島
中
洲
は
「
養
生
」
の
古
典
的
論
理
で
駁
し
た
。「
筆

談
」
十
七
は
「
西
器
」
に
つ
い
て
の
討
論
で
あ
る
。

十
七

毅　

聖
人
代
天
生
養
斯
民
、
古
帝
王
製
網
罟
來
耜
諸
器
、
皆
所
以
生
養
之
也
。
西
人
製
器

〈朝鮮朝士視察団（1881 年）〉
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械
爲
生
養
之
具
、
是
奉
古
聖
人
之
遺
意
。
我
取
之
助
生
養
亦
聖
人
之
遺
意
也
。

成
大　

豈
其
然
乎
。
不
其
然
乎
。

成
大　

先
生
固
戱
我
蔑
裂
也
。

毅　

決
非
戱
言
。
僕
持
論
如
此
耳
。
蓋
取
長
捨
短
之
說
也
。
溫
故
知
新
、
聖
人
之
教
、
本
來
然
。

成
大　

其
長
其
短
、
固
在
我
之
如
何
取
捨
、
何
庸
取
法
於
西
人
乎
。
在
昔
晠
世
未
聞
取
長
於
西
也
。

毅　

此
論
也
非
今
日
所
尽
。
待
数
年
再
会
之
後
、
更
尽
之
。

成
大　

惟
天
而
已
耳
。

毅　

弊
国
十
数
年
前
議
論
、
皆
与
先
生
一
致
。
明
治
初
政
、
矯
枉
甚
過
、
遂
心
醉
西
制
、
百
事
模
效
之
。
今
則
稍
悔
之
。
是
漢
学
之
所
以
再

興
也
。
於
是
始
有
取
長
捨
短
之
論
。

成
大　

先
生
衷
曲
之
言
、
今
始
得
聞
。
向
前
所
云
長
短
之
論
、
僕
豈
深
信
也
哉
。
貴
国
之
稍
悔
当
爲
弊
邦
鑑
轍
之
明
証
也
。

長
顒　

評
曰
、
是
的
確
之
論
、
不
得
不
左
袒
（
（（
（

。

　

三
島
が
西
洋
の
技
術
で
国
民
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
崔
成
大
は
、
西
洋
か
ら
技
術
を
学
ぶ
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
。

三
島
中
洲
は
、
日
本
も
崔
成
大
の
よ
う
な
議
論
を
持
っ
た
人
が
多
か
っ
た
と
言
っ
た
。
明
治
初
期
に
は
、
西
洋
一
辺
倒
の
開
化
政
策
が
施
さ
れ
た

が
、
今
は
そ
の
こ
と
を
後
悔
し
て
、
漢
学
が
再
興
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
ち
ょ
う
ど
「
取
長
捨
短
」
だ
と
主
張
し
た
。

　

三
島
中
洲
は
技
術
と
道
徳
（
思
想
）
に
二
元
化
し
て
、
西
器
の
有
用
性
を
高
く
評
価
し
た
が
、
崔
成
大
は
西
洋
を
拒
否
す
る
立
場
を
主
張
し
て

い
た
。
彼
に
と
っ
て
は
、
東
洋
に
あ
る
も
の
を
捨
て
お
い
て
、
敢
え
て
西
洋
に
あ
る
も
の
を
求
め
る
理
由
が
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
崔
成
大
の
思

惟
が
ア
ジ
ア
を
対
象
に
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
三
島
中
洲
は
脱
ア
ジ
ア
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
彼
ら
の
対
西
洋
観
の
相
違
か
ら

来
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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次
に
「
筆
談
」
二
十
一
を
見
て
み
よ
う
。

二
十
一

毅　

苟
主
忠
信
、
雖
洋
人
与
同
胞
耳
。
況
同
種
同
文
同
学
之
国
乎
。

成
大　

大
抵
人
之
有
行
、
不
及
於
中
人
以
上
、
則
其
烏
能
事
々
忠
信
言
々
篤
敬
然
苟
以
忠
信
篤
敬
爲
心
。
其
離
不
遠
復
之
有
期
。
可
不
貴

哉
。
至
如
西
人
是
一
種
異
類
、
不
欲
聞
之
。
斯
文
不
堙
、
則
天
將
有
徇
鐸
之
日
也
。

毅　

西
人
固
与
東
人
異
種
。
然
自
天
視
之
。
均
是
人
耳
、
古
人
所
以
有
一
視
同
仁
之
言
。

成
大　

桀
犬
吠
尭
尭
可
吠
之
者
乎
。

長
顒　

一
視
同
仁
。
豈
有
尭
舜
之
別
乎
。

成
大　

有
穀
則
稗
亦
有
之
。

長
顒　

穀
則
養
之
。
稗
則
除
之
。
只
在
方
略
如
何
而
已
。

成
大　

所
以
天
將
徇
鐸
之
耳
。

長
顒　

桀
犬
私
其
主
耳
。
非
公
平
之
論
。
故
有
一
視
同
仁
之
說
。
愚
說
不
滿
。
高
意
慙
謝
々
々

成
大　

莫
非
是
野
人
高
談
。
請
扯
丙
之
。

毅　

無
敵
国
外
患
者
。
国
必
忘
。
今
有
洋
夷
猖
獗
于
外
。
無
乃
我
亞
細
亞
之
幸
乎
。

成
大　

誠
然
高
論
也
。

成
大　

惟
修
攘
是
図
而
已（
（（
（

。

　

三
島
中
洲
は
、「
一
視
同
仁（
（（
（

」
的
な
考
え
方
で
、
西
洋
人
も
教
化
が
可
能
で
あ
り
、
も
し
「
忠
臣
」
と
い
う
道
徳
に
感
化
さ
れ
た
西
洋
人
が
い
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た
ら
、
彼
ら
も
自
分
た
ち
と
同
胞
に
な
れ
る
と
述
べ
た
。
崔
成
大
は
「
同
種
同
文
」
な
ら
可
能
な
こ
と
だ
が
、「
異
類
」
で
あ
る
西
洋
人
に
限
っ

て
は
、
と
う
て
い
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
え
に
、
も
し
儒
学
が
湮
滅
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
い
つ
か
、
き
っ
と
孔
子
の
よ
う
な
人
が

ま
た
現
わ
れ
て
儒
学
を
再
興
す
る
と
期
待
し
た
。

　

三
島
中
洲
と
崔
成
大
は
、
文
明
開
化
に
お
い
て
西
洋
の
技
術
の
役
割
に
対
す
る
見
方
に
お
い
て
衝
突
し
た
が
、
開
化
の
時
、
同
教
す
な
わ
ち
儒

学
を
根
本
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
は
共
鳴
し
た
。
彼
ら
は
朝
鮮
と
日
本
と
で
各
々
土
台
を
異
に
し
て
い
た
が
、
西
欧
一
辺
倒
の
開

化
に
反
対
し
て
い
た
。
な
お
ま
た
、
儒
学
を
ア
ジ
ア
的
価
値
と
し
て
想
定
し
て
、
開
化
を
根
底
に
お
い
て
把
握
し
た
観
点
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
彼

ら
は
長
い
間
漢
文
教
育
を
受
け
た
結
果
、
儒
学
的
な
世
界
観
が
身
に
付
い
て
い
て
、
漢
文
の
読
み
書
き
に
自
由
な
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼

ら
が
学
ん
で
信
俸
し
、
語
っ
て
い
る
「
斯
道
」
＝
「
儒
学
」
に
対
し
て
は
具
体
的
な
言
及
が
な
か
っ
た
の
で
、
推
測
し
か
で
き
な
い
の
で
こ
れ
に

対
し
て
は
言
及
を
省
き
た
い
。
た
だ
、
両
方
と
も
双
方
の
差
よ
り
「
儒
学
国
」
と
い
う
亜
細
亜
共
通
の
土
台
に
着
目
し
た
と
み
え
る
。

　

そ
の
結
果
、
彼
ら
の
討
論
の
結
論
は
、
ア
ジ
ア
の
当
面
課
題
は
「
修
攘
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
内
修
外
攘
」
は
国

内
的
に
は
政
治
と
儒
学
を
修
め
て
国
を
堅
固
に
し
、
国
外
的
に
は
、
外
国
の
侵
略
を
食
い
止
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

四
　
日
本
の
文
化
に
対
す
る
再
認
識

　

近
代
初
頭
、
朝
鮮
は
修
信
使
及
び
朝
士
視
察
団
を
派
遣
し
て
、
日
本
を
調
査
し
、
そ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
日
本
に
対
す
る
具
体
的
な
知
識
を

得
て
い
た
。
朝
鮮
通
信
使
が
派
遣
さ
れ
た
時
の
朝
鮮
は
、
日
本
を
野
蛮
国
と
い
う
蔑
視
的
な
視
線
で
見
て
い
て
、
文
化
に
対
し
て
も
評
価
す
る
価

値
さ
え
な
い
と
卑
し
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
江
華
島
条
約
以
後
来
日
し
た
朝
鮮
の
外
交
団
は
、
日
本
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
態
度
を
改
め
る
ほ

か
な
か
っ
た
。
返
っ
て
自
分
た
ち
が
卑
下
の
対
象
に
な
る
と
か
、
笑
い
物
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
悟
る
よ
う
に
な
っ
た（
（（
（

。
朝
鮮
の
「
小
中

華
」
と
し
て
の
自
負
心
は
崩
壊
す
る
一
方
で
、
日
本
は
眩
し
い
く
ら
い
の
文
明
発
展
を
誇
っ
て
い
た
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
朝
・
日
間
に
は
、
相
互
の
文
化
に
対
す
る
新
し
い
評
価
が
生
ま
れ
た
。
本
章
で
は
三
島
中
洲
と
森
槐
南
を
例
に
挙
げ
て
明

ら
か
に
し
よ
う
。

　

三
島
中
洲
は
前
章
の
「
筆
談
」
で
見
た
と
お
り
、
自
分
を
「
儒
学
者
」
と
し
て
認
識
し
、
朝
鮮
人
も
彼
を
「
儒
学
者
」
と
し
て
受
け
入
れ
て

い
っ
た
。
一
九
〇
八
年
に
申
箕
善
は｢

寄
日
本
三
島
侍
講｣

を
『
大
東
学
会
月
報
』
2
号
に
、
こ
の
詩
に
和
韻
し
て｢

和
呈
申
副
將｣

を
同
じ
雑

誌
に
掲
載
し
た（
（（
（

。
申
箕
善
の｢

寄
日
本
三
島
侍
講｣

に
は
、
儒
学
者
で
あ
る
三
島
中
洲
に
対
す
る
敬
意
が
表
さ
れ
て
い
た
。

　

三
島
は
崔
成
大
と
は
直
接
に
会
っ
て
自
分
の
詩
と
著
作
に
話
し
合
っ
た
が
、
申
箕
善
の
場
合
は
三
島
の
著
作
を
読
ん
で
〝
儒
学
者
〟
と
い
う
評

価
を
し
た
こ
と
だ
。
申
箕
善
の
よ
う
に
三
島
の
著
作
を
読
ん
だ
記
録
は
、
金
允
植
に
も
あ
っ
た
。
金
允
植
が
徳
富
蘇
峰
に
送
っ
た
手
紙
に
は
三
島

中
洲
の
文
集
を
読
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た（
（（
（

。
朝
鮮
人
は
三
島
中
洲
を
儒
学
者
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
た
め
日
本
の
儒
学
に
興
味
を
持
ち
、
そ

の
底
力
に
注
目
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

次
は
漢
詩
人
と
し
て
の
森
槐
南
に
関
し
て
述
べ
る
。
朝
鮮
の
漢
学
者
が
森
槐
南
と
初
め
て
知
り
合
っ
た
の
は
、
森
槐
南
の
記
録
に
よ
る
と
、
一

九
〇
八
年
で
あ
る
。
彼
は
一
九
〇
八
年
七
月
二
九
日
、
金
允
植
と
出
会
っ
て
以
後
、
八
月
二
九
日
ま
で
酒
宴
に
参
加
し
て
、
数
々
の
詩
を
や
り
と

り
し
た
。『
槐
南
集
』
に
よ
る
と
、
金
允
植
の
ほ
か
鄭
丙
朝
も
こ
の
酒
宴
に
は
一
緒
だ
っ
た
。
金
允
植
の
『
東
槎
謾
吟
』
を
み
る
と
、
こ
の
日
の

前
に
、
彼
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（
（（
（

。

　

そ
し
て
一
九
〇
九
年
四
月
に
、
朝
鮮
人
觀
光
団
が
日
本
に
来
た
時
、
森
槐
南
は
芝
城
山
館
の
宴
会
に
参
加
し
て
朝
鮮
人
と
の
交
流
を
行
っ
た
。

そ
の
時
に
酬
唱
し
た
漢
詩
は
『
善
鄰
唱
和
』
1
（
一
九
〇
九
．
六
、
秀
英
舍
）
に
殘
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
七
月
に
は
彼
は
伊
藤
博
文
に
隨
行
し
て
、
朝
鮮
と
満
州
を
歴
訪
す
る
た
め
、
朝
鮮
の
地
を
踏
む
こ
と
に
な
っ
た
。
森
槐
南
の
『
浩
蕩
詩

程
』（
鴎
夢
吟
社
、
一
九
〇
九
）
と
『
槐
南
集
』、『
大
東
学
會
月
報
』
に
朝
鮮
人
と
の
出
会
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
そ
の
時
、
鄭
万
朝·

呂

圭
亨·

鄭
丙
朝·

金
沢
榮
と
会
っ
て
、
金
允
植
と
は
再
会
を
し
た
。

　

彼
は
ハ
ル
ビ
ン
で
伊
藤
博
文
が
安
重
根
に
狙
撃
を
受
け
た
と
き
、
彼
も
銃
傷
を
負
っ
て
、
そ
れ
が
原
因
で
死
亡
し
た
。
か
れ
は
隨
鴎
詩
社
を
主
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宰
し
、
明
治
漢
文
学
に
お
い
て
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
一
方
、『
紅
樓
夢
』
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
日
本
の
紅
学
の
基
礎
を
築
い
た（
（（
（

。

　

ま
た
彼
は
森
春
涛
を
引
き
継
い
で
清
詩
を
追
求
し
た
が
、
父
で
あ
る
森
春
涛
が
「
神
韻
」
を
重
視
し
た
こ
と
に
比
べ
て
、「
性
霊
」
を
重
視
し

た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
共
に
濃
艷
な
色
彩
が
著
し
い
と
評
価
さ
れ
て
明
治
中
後
期
に
、
詩
壇
の
主
流
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る（
（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
森
槐
南
は
明
治
時
代
の
有
名
な
詩
人
で
あ
り
、
官
吏
を
兼
ね
て
活
動
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
の
様
々
な
面
の
中
で
朝
鮮
人

に
と
っ
て
は
特
に
詩
人
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。　

金
沢
栄
が
一
九
〇
九
年
七
月
、
森
槐
南
に
送
っ
た
「
用
春
畝
太
師
韻
贈
森
槐

南
」
を
見
て
み
よ
う
。

清
詞
字
字
響
琅
然
。
塵
裏
真
驚
蜕
骨
仙
。

誰
識
成
連
千
載
後
。
希
音
遺
在
海
東
辺
（
（（
（

。

　

特
に
、
金
沢
栄
は
中
国
に
亡
命
し
抗
日
運
動
を
し
た
人
物
で
、
彼
の
漢
詩
こ
そ
当
時
の
森
槐
南
に
対
す
る
朝
鮮
側
の
普
遍
的
な
見
方
を
見
せ
て

森
槐
南
（
一
八
六
三
年
一
二
月
二
六
日
─
一
九
一
一
年
三
月
七
日
）
は
、
名
古
屋
で
生
ま
れ
た
。
父
は
森
春
濤

で
、
名
古
屋
藩
の
儒
学
者
で
あ
り
、
母
は
女
流
歌
人
で
あ
る
森
清
子
で
あ
っ
た
。
彼
の
名
は
公
泰
、
字
は
大
來
で

あ
り
、
通
稱
は
泰
二
郎
（
泰
次
郎
）
で
あ
る
。
別
号
に
秋
波
禪
侶·

菊
如
澹
人
で
あ
る
。
鷲
津
毅
堂
、
三
島
中
洲
、

清
人　

金
嘉
穂
な
ど
に
修
学
し
て
お
り
、
彼
の
父
親
に
漢
詩
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
父
の
勧
め
で
、
外
国
語
学
校
に

入
学
を
し
た
が
、
外
国
語
で
は
な
く
、
漢
詩
文
や
中
国
俗
文
学
を
読
む
の
が
好
き
だ
っ
た
。
一
八
歳
の
と
き
、
太

政
官
に
出
仕
し
た
後
、
枢
密
院
属
、
帝
室
制
度
取
調
局
秘
書
、
図
書
寮
編
集
官
式
部
官
な
ど
を
歴
任
し
、
帝
国
大

学
文
科
大
学
講
師
に
委
嘱
さ
れ
た
。 

（
36
）
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く
れ
る
資
料
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九
〇
九
年
七
月
、
森
槐
南
は
枢
密
院
議
長
で
あ
っ
た
伊
藤
博
文
に
随
行
し
て
朝
鮮
を
訪
問
し
た
が
、
金
沢
栄
は
彼
の
漢
詩
に
対
し
て
、
上
記

の
詩
の
よ
う
に
評
価
し
た
。
そ
し
て
『
韶
濩
堂
文
集
』
の
「
雑
言
」
で
は
、
森
槐
南
の
詩
の
水
準
が
、
朝
鮮
・
中
国
と
比
べ
て
も
劣
ら
な
い
と
述

べ
た
。宇

宙
間
声
調
之
同
。
猶
人
性
之
同
。
泰
西
之
詩
。
吾
不
知
已
。
如
日
本
之
詩
之
工
者
。
其
声
律
之
諧
。
未
異
於
中
国
朝
鮮
。
吾
見
森
槐
南
之

詩
而
知
其
然
耳
（
（（
（

。

　

金
沢
栄
を
始
め
、
森
槐
南
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
日
本
の
文
学
（
文
明
）
を
朝
鮮
・
中
国
に
比
べ
て
劣
等
だ
と
い
う
伝
統
的
な
認
識

か
ら
脱
し
た
も
の
だ
っ
た
。
朝
鮮
と
中
国
及
び
日
本
の
文
学
（
漢
詩
）
の
水
準
を
同
等
だ
と
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
森
槐
南
を
通

じ
て
日
本
の
文
学
を
再
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

詩
人
と
い
う
視
点
か
ら
の
森
槐
南
に
対
す
る
評
価
は
、
彼
の
輓
詩
に
お
い
て
も
っ
と
も
著
し
か
っ
た
。『
毎
日
新
報
』
に
異
例
的
に
６
日
間
に
か

け
て
朝
鮮
人
が
森
槐
南
を
追
悼
す
る
輓
詩
が
載
せ
ら
れ
た
。

　

輓
詩
の
中
で
彼
に
対
す
る
朝
鮮
人
の
評
価
を
さ
ら
に
見
て
み
よ
う
。
次
頁
の
〈
表
一
〉
の
輓
詩
を
み
る
と
森
槐
南
は
「
詞
林
宗
匠
（
（（
（

」、「
滄
海
詩

人
（
（（
（

」、「
八
斗
文
章（
（（
（

」
と
呼
ば
れ
て
、「
優
れ
る
詩
人
」
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
評
価
は
は
た
し
て
客
観
的
で
あ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
日
本
の
官
僚
な
の
で
、
過
大
に
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

彼
の
漢
詩
は
父
の
友
人
で
あ
っ
た
金
嘉
穂
に
中
国
語
を
習
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
彼
は
漢
詩
を
中
国
語
の
発
音
ど
お
り
読
め

た
し
、
戯
曲
な
ど
日
本
人
が
理
解
し
に
く
い
中
国
文
学
に
対
し
て
も
詳
細
に
理
解
し
て
い
た
。
当
時
の
知
識
人
た
ち
よ
り
漢
詩
の
声
律
に
明
る

か
っ
た
し
、
ま
た
文
学
的
水
準
が
高
か
っ
た
の
で
朝
鮮
人
に
よ
り
彼
の
詩
は
高
く
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。
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そ
れ
ゆ
え
森
槐
南
に
対
す
る
高
い
評
価
の
裏
面
に
は
、
当
時
統
監

府
官
僚
あ
る
い
は
日
本
人
と
の
酬
唱
の
折
に
は
、
漢
詩
文
は
か
ろ
う

じ
て
意
思
疎
通
の
書
き
言
葉
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
と
比
べ
て
、
森
槐

南
に
出
会
っ
て
は
じ
め
て
、
所
謂
「
文
学
的
交
流
」
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
金
沢
栄
は
彼
に
「
詩

酒
」
を
一
緒
に
す
る
こ
と
を
勧
め
た
後
「
会
向
滄
溟
碧
酒
。
与
君
同

唱
浪
淘
沙
」
と
言
っ
た
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

か
り
に
韓
半
島
を
取
り
巻
い
て
い
た
情
勢
が
悪
く
な
か
っ
た
ら
、

あ
る
い
は
日
本
が
朝
鮮
を
侵
略
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
な
か
っ

た
ら
、
金
沢
栄
が
詠
ん
だ
よ
う
に
二
人
は
友
情
を
交
わ
し
な
が
ら
、

悠
悠
自
適
の
幽
趣
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

朝
鮮
漢
学
者
と
日
本
人
が
楽
し
ん
だ
「
宴
会
」
と
い
う
空
間
は
、

非
常
に
政
治
的
な
空
間
で
は
あ
っ
た
が
、
金
沢
栄
の
よ
う
に
政
治
と

文
学
を
分
離
さ
せ
よ
う
と
し
た
人
は
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
宴
会
を
朝

鮮
と
日
本
間
の
交
流
の
場
と
認
識
し
て
、
漢
詩
を
取
り
交
わ
し
た
。

彼
ら
の
目
に
は
、
こ
の
空
間
に
一
緒
に
い
た
日
本
人
は
、
征
服
者
あ

る
い
は
支
配
者
と
い
う
政
治
的
人
物
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
た
だ

の
詩
人
で
あ
っ
た
。
宴
会
で
朝
鮮
と
日
本
の
詩
人
た
ち
は
詩
で
話
し

合
い
、
詩
で
お
互
い
を
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

番号 作家 題目 出典
1 李完用 槐南先生森博士輓章 每日新報 1911. 3.28
2 朴斉純 二 每日新報 1911. 3.28
3 趙重応 三 每日新報 1911. 3.28
4 高永喜 槐南先生森博士輓章 每日新報 1911. 3.29
5 任善準 同 每日新報 1911. 3.29
6 朴箕陽 同 每日新報 1911. 3.29
7 兪吉濬 同 每日新報 1911. 3.29
8 朴斉純 同 每日新報 1911. 3.29
9 趙民熙 槐南先生森博士輓章 每日新報 1911. 3.30
10 金有済 同 每日新報 1911. 3.30
11 久芳直介 同 每日新報 1911. 3.30
12 李正在 槐南先生森博士輓章 每日新報 1911. 3.31
13 成夏国 同 每日新報 1911. 3.31
14 具羲書 同 每日新報 1911. 3.31
15 鄭万朝 槐南先生森博士輓章 每日新報 1911. 4. 1
16 呂圭亨 槐南先生森博士輓章 每日新報 1911. 4. 2
〈表１〉41
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し
か
し
、
彼
ら
が
こ
の
空
間
を
私
的
な
空
間
と
し
て
想
像
し
て
も
、
実
際
に
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
磁
場
の
中
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
脱
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
芝
城
山
館
と
翠
雲
亭
な
ど
で
行
っ
た
宴
会
は
政
治
的
な
意
図
の
下
に
開
か
れ
た
の
で
あ
り
、
森
槐
南
は
詩

人
で
あ
る
よ
り
も
日
本
帝
国
の
臣
民
で
あ
っ
た（
（（
（

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
漢
学
者
に
と
っ
て
は
、
同
文
同
教
の
東
ア
ジ
ア
人
で
あ
り
兄
弟
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　

本
研
究
は
、
朝
鮮
と
日
本
の
漢
学
者
が
互
い
に
交
流
し
て
影
響
を
与
え
、
ま
た
受
け
た
こ
と
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
彼
ら
の
朝
鮮
と
日
本
と

の
近
代
を
め
ぐ
る
様
々
な
言
説
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
近
代
東
ア
ジ
ア
を
理
解
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
の
「
同
文
論
」
を
考
察
し
た
。
東
ア
ジ
ア
の
書
き
言
葉
と
し
て
、
漢
字
の
位

置
と
役
割
は
「
同
文
論
」
と
い
う
こ
と
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。「
同
文
」
で
は
久
し
く
朝
・
中
・
日
が
漢
字
を
媒
介
と
し
て
共
同
体
意
識
が
生

ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
近
代
期
の
「
同
文
論
」
は
、
中
国
か
ら
日
本
に
発
話
者
が
変
わ
っ
た
点
で
、
伝
統
的
な
「
同
文
論
」
と
は
異
な
っ
た
の
で

あ
る
。
近
代
以
前
ま
で
は
、
中
華
主
義
に
根
ざ
し
た
中
国
発
「
同
文
論
」
が
東
ア
ジ
ア
を
占
め
て
い
た
が
、
近
代
に
は
日
本
の
膨
脹
政
策
に
根
ざ

し
た
日
本
発
「
同
文
論
」
に
変
わ
っ
て
き
た
。
日
本
発
「
同
文
論
」
に
よ
る
と
、
東
ア
ジ
ア
は
、
儒
教
と
い
う
思
想
の
共
同
体
に
よ
り
日
本
を
中

心
に
連
帯
し
て
、
西
洋
の
侵
略
に
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
ア
ジ
ア
植
民
政
策
が
実
施
さ
れ
た1908

年
に
朝
鮮
人

に
は
、
日
本
と
の
関
係
は
「
同
文
国
」・「
善
隣
国
」
か
ら
、「
兄
弟
国
」
と
認
識
す
る
ほ
ど
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

第
二
章
で
は
、
文
明
開
化
を
め
ぐ
る
朝
・
日
漢
学
者
の
見
方
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
朝
・
日
漢
学
者
の
間
で
は
、
文
明
開
化

に
お
い
て
西
洋
の
技
術
の
役
割
に
対
す
る
見
方
が
衝
突
し
た
。
三
島
中
洲
を
始
め
、
日
本
の
漢
学
者
は
西
洋
の
技
術
を
導
入
し
て
国
民
の
生
活
を

養
う
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
朝
鮮
側
は
、
技
術
と
倫
理
が
分
け
ら
れ
な
い
と
い
う
点
を
あ
げ
て
西
洋
の
文
明
移
入
に
対
し
て
警
戒
を
厳
重
に
し
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た
。
そ
の
た
め
そ
の
よ
う
な
恐
れ
は
西
洋
の
技
術
導
入
を
拒
否
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。
し
か
し
、
開
化
の
時
、
同
教
す
な
わ
ち
儒
学
を
根
本
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
は
互
い
に
共
鳴
し
た
。
彼
ら
は
朝
鮮
と
日
本
と
で
各
々
土
台
を
異
に
し
て
い
た
が
、「
脱
亜
入
欧
」
の
よ
う

な
西
欧
一
辺
倒
の
開
化
に
反
対
し
た
こ
と
で
は
同
一
で
あ
っ
た
。
特
に
、
彼
ら
の
考
え
る
ア
ジ
ア
の
当
面
課
題
が
「
修
攘
」
と
い
う
点
と
に
お
い

て
は
。

　

第
三
章
で
は
、
朝
・
日
の
関
係
が
変
化
し
た
こ
と
に
伴
っ
た
多
様
な
動
き
の
な
か
で
、
交
互
の
「
認
識
」
が
切
り
替
わ
っ
た
点
に
つ
い
て
解
明

し
た
。
朝
鮮
は
修
信
使
及
び
朝
士
視
察
団
を
派
遣
し
て
、
日
本
を
調
査
し
、
そ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
日
本
に
対
す
る
具
体
的
な
知
識
を
得
て

い
っ
た
。
眩
し
い
ば
か
り
の
文
明
を
誇
っ
て
い
た
日
本
と
出
会
っ
た
朝
鮮
は
、「
小
中
華
」
と
し
て
の
自
負
心
が
崩
壊
さ
せ
ら
れ
は
じ
め
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
朝
・
日
間
に
は
、
相
互
の
文
化
に
対
す
る
新
し
い
評
価
が
生
ま
れ
た
。
朝
鮮
人
に
と
っ
て
、
三
島
中
洲
と
い
う
巨
儒
と
森
槐
南

と
い
う
偉
大
な
詩
人
の
発
見
は
、
こ
の
よ
う
な
脈
絡
を
通
し
て
理
解
が
可
能
で
あ
る
。

　

朝
鮮
の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
で
は
朝
・
日
を
中
心
に
し
た
研
究
が
多
い
。
そ
の
な
か
で
、
本
研
究
は
近
代
期
に
お
け
る
「
漢
学
者
」
の
役
割

を
明
ら
か
に
し
た
。
東
ア
ジ
ア
の
近
代
に
「
漢
学
者
」
は
、
守
旧
的
で
反
近
代
的
な
存
在
と
し
て
想
定
さ
れ
た
り
し
た
。
あ
る
い
は
漢
学
者
よ
り

「
漢
字
＝
書
き
言
葉
」
だ
け
が
、
研
究
上
、
話
題
の
焦
点
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
近
代
期
漢
学
者
の
役
割
に
対
し
て
は
、
と
く
に
心
を
引
か
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
ア

ジ
ア
の
知
識
人
で
あ
る
漢
学
者
が
発
話
し
た
近
代
の
言
説
は
、
漢
字
と
い
う
伝
達
装
置
に
よ
っ
て
急
速
に
波
及
し
た
。
東
ア
ジ
ア
と
い
う
世
界
の

近
代
化
の
中
で
一
部
分
で
は
あ
っ
て
も
相
互
に
影
響
を
与
え
合
っ
た
諸
国
の
漢
学
者
の
出
会
い
は
、
実
は
彼
ら
自
身
の
変
化
は
い
う
ま
で
も
な

く
、
自
国
に
も
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
と
言
え
よ
う
。
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註（
１
）　

村
山
吉
広
、『
漢
学
者
は
い
か
に
い
き
た
か
』、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
、
三
─
七
頁
。

（
２
）　
『
中
庸
』、‘
今
天
下
車
同
軌
。
書
同
文
行
同
倫
。’

（
３
）　

三
島
中
洲
著　

石
川
忠
久
編
、「
送
厳
世
永
崔
成
大
帰
朝
鮮
」、『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
第
2
巻
、
二
松
学
舍
、
二
〇
一
〇
、
四
六
四
─
四
六
五
頁
。

（
４
）　

三
島
中
洲
に
つ
い
て
はhttp://ja.w

ikipedia.org/

で
検
索
、
彼
の
写
真
はhttp://w

p1.fuchu.jp/~sei-dou/jinm
eiroku/m

ishim
a-chuushu u/m

ishim

　

a-chuushuu.htm

で
検
索
し
た
。

（
５
）　

金
允
植
、「
次
韻
奉
和
三
島
侍
講
」、『
金
允
植
全
集
』
1
、
亜
世
亜
文
化
社
、
一
九
八
〇
、
三
九
五
頁
。

（
６
）　

金
允
植
と
彼
の
写
真
に
つ
い
て
はhttp://ja.w

ikipedia.org/w
iki/%

E9%
87%

91%
E5%

85%
81%

E6%
A

4%
8D

　

で
検
索
し
た
。

（
７
）　

三
島
中
洲
著　

石
川
忠
久
編
「
八
月
二
十
九
日
暖
依
村
莊
宴
集
席
上
賦
贈
朝
鮮
修
信
使
金
宏
集
」、『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
第
１
巻
、
二
松
学
舍
、
二
〇
〇
七
、

六
五
六
─
六
五
七
頁
。

（
８
）　

三
島
中
洲
著　

石
川
忠
久
編
、「
步
朝
鮮
金
星
使
嘉
鎭
號
東
農
韻
寄
題
其
澄
亞
亭
意
謂
澄
清
亞
細
亞
故
及
」、『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
第
２
巻
、
二
松
学
舍
、
二

〇
一
〇
、
四
三
五
頁
。

　
　
　
‘
澄
亞
名
亭
子
。
寓
言
微
意
明
。
紅
塵
四
隣
暗
。
碧
水
一
池
清
。
奉
使
在
他
国
。
思
君
望
旧
京
。
東
洋
波
浪
穩
。
長
喜
徹
邊
營
。’

（
９
）　
『
東
京
日
日
』
六
月
二
五
日
、
狐
塚
裕
子
の
「
一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士
視
察
団
の
来
日
（
二
）（『
清
泉
女
子
大
学
紀
要
』
57
、
清
泉
女
子
大
学
、
二
〇
〇
九
、

四
頁
）
か
ら
再
引
用
。

（
10
）　

姜
瑋
、「
代
申
大
官
上
桓
斎
朴
相
国
珪
寿
」、『
古
歡
堂
収
草
文
稿
』
巻
之
三
補
遺
、
韓
国
古
典
翻
訳
院http://db.itkc.or.kr

で
検
索
し
た
。

（
11
）　

姜
瑋
、「
代
申
大
官
上
桓
斎
朴
相
国
珪
寿
」、『
古
歡
堂
収
草
文
稿
』
巻
之
三
補
遺
、
韓
国
古
典
翻
訳
院http://db.itkc.or.kr

で
検
索
し
た
。

（
12
）　

朴
暎
美
、『
日
帝
强
占
初
期
漢
学
知
識
人
の
文
明
觀
と
対
日
認
識
』、
檀
国
大
学
校
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
六
、
参
照
。

（
13
）　

黑
木
彬
文·

鱒
澤
彰
夫
解
説
、『
興
亞
會
報
告
（
復
刻
板
）』、
不
二
出
版
、
一
九
九
三
、
一
二
八
─
一
三
五
─
一
五
六
頁
。

（
14
）　

末
松
謙
澄
と
彼
の
写
真
はhttp://ja.w

ikipedia.org/

で
検
索
し
た
。

（
15
）　

末
松
謙
澄
、「
贈
韓
人
高
永
周
氏
時
爲
江
華
留
守
裨
將
」、『
靑
萍
集
』
卷
3
、
隨
鴎
吟
社
、
一
九
三
二
。

　
　
　
‘
把
筆
共
談
天
下
事
。
好
問
忘
恥
吐
心
腸
。
…
両
国
尋
盟
今
将
成
。
實
是
交
鄰
第
一
策
。’

（
16
）　
『
善
隣
唱
和
』
1
、
秀
英
舍
、
一
九
〇
八
。

（
17
）　
『
善
隣
唱
和
』
2
、
秀
英
舍
、
一
九
〇
八
。

（
18
）　
『
納
涼
唱
和
集
』、
秀
英
舍
、
一
九
〇
八
。

（
19
）　
『
軽
妙
唱
和
集
』、
秀
英
舍
、
一
九
〇
八
。

（
20
）　

鄭
万
朝
、「
與
諸
同
行
赴
末
松
靑
萍
（
謙
澄
）
家
招
宴
主
人
先
題
索
和
（
末
松
能
詩
爲
日
本
翰
墨
風
流
主
人
是
日
東
京
文
人
画
家
皆
会
）」、『
茂
亭
存
稿
』
卷
之

五
。
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（
21
）　

末
松
謙
澄
編
、「
借
韻
和
靑
萍
」、『
善
隣
唱
和
』、
一
九
〇
九
、
秀
英
舍
。

　
　
　
‘
大
火
西
流
灝
氣
橫
。
三
韓
使
者
上
帰
程
。
觀
光
応
思
資
開
化
。
調
鼎
那
忘
補
聖
明
。’

（
22
）　

鄭
万
朝
、「
芝
城
山
館
雅
集
次
主
人
原
唱
韻
」、『
善
隣
唱
和
』
1
、
一
九
〇
八
、
秀
英
舍
、
四
頁
。

（
23
）　

李
承
旭
、「
芝
城
山
館
雅
集
次
主
人
原
唱
韻
」、『
善
隣
唱
和
』
1
、
一
九
〇
八
、
秀
英
舍
、
六
頁
。

（
24
）　

許
東
賢
編
、『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集
』
12
、
日
本
国
聞
見
条
件
、
国
学
資
料
館
、
二
〇
〇
〇
、
一
七
四
頁
。

（
25
）　
『
三
島
中
洲·

川
北
梅
山·

崔
成
大
筆
談
錄
』、『
三
島
中
洲
研
究
』vol.4

、
二
松
学
舍
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
〇
〇
九
。

（
26
）　

李
櫶
永
、『
日
槎
集
略
』、
韓
国
古
典
翻
訳
院http://db.itkc.or.kr

で
検
索
し
た
。

（
27
）　

段
落
の
数
字
は
『
三
島
中
洲·

川
北
梅
山·

崔
成
大
筆
談
錄
』
に
従
っ
て
日
本
語
翻
訳
を
参
考
し
た
。
た
だ
「
筆
談
」
と
い
う
表
題
は
私
意
で
付
け
た
。

（
28
）　
『
三
島
中
洲·

川
北
梅
山·

崔
成
大
筆
談
錄
』
十
五
、
七
七
─
七
八
頁
。

（
29
）　
『
三
島
中
洲·

川
北
梅
山·
崔
成
大
筆
談
錄
』
十
七
、
七
九
頁
。

（
30
）　
『
三
島
中
洲·

川
北
梅
山·
崔
成
大
筆
談
錄
』
二
十
一
、
八
三
─
八
四
頁
。

（
31
）　　

一
視
同
仁
は
韓
愈
の
「
原
人
」
か
ら
で
て
、
す
べ
て
の
人
を
差
別
な
く
平
等
に
愛
す
る
こ
と
を
い
う
。

（
32
）　

陶
徳
民
、『
明
治
の
漢
学
者
と
中
国
』、
関
西
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
、
二
四
頁
。

（
33
）　

申
箕
善
、｢

寄
日
本
三
島
侍
講｣

、『
大
東
学
会
月
報
』
2
号
、
大
東
学
会
、
一
九
〇
八
、
三
、
五
〇
頁
：
三
島
中
洲
、｢

和
呈
申
副
将｣

、『
大
東
学
会
月
報
』
2

号
、
大
東
学
会
、
一
九
〇
八
、
三
、
五
二
頁
。

（
34
）　

金
允
植
、「
与
末
松
子
爵
」、『
雲
養
集
』
続
集
巻
3
。
五
九
五
頁
。

　
　
　

金
允
植
は
『
中
州
集
』、『
独
抱
樓
詩
文
』、『
秋
聲
窓
詩
鈔
』、『
藤
島
餘
芳
』、『
韡
村
先
生
遺
稿
』、『
北
陸
游
草
』、『
梯
雲
取
月
集
、『
碧
堂
絶
句
』
を
順
番
に

手
に
入
れ
て
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

（
35
）　

金
允
植
、『
金
允
植
全
集
』
1
、
亜
細
亜
文
化
社
、
一
九
八
〇
、
三
七
一
─
三
九
六
頁
．
韓
国
古
典
翻
訳
院http://db.itkc.or.kr

で
検
索
し
た
。

（
36
）　

森
槐
南
の
写
真
はhttp://w

w
w

.lib.u-tokyo.ac.jp/tenjikai/tenjikai95/bnk/kainan.htm
l

で
検
索
し
た
。
彼
に
対
す
る
情
報
は
溝
部
良
惠
の
「
森
槐
南

の
中
国
小
說
史
硏
究
に
つ
い
て
」（『
中
国
研
究
（T

heH
iyoshireview

ofChinesestudies

）』
№
1
、
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
刊
行
委
員
会
、
二
〇
〇
八
、

三
、
三
三
─
六
七
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
37
）　

溝
部
良
惠
、
上
揭
書
。

（
38
）　

猪
口
篤
志 

著　

沈
慶
浩 

外
訳
、『
日
本
漢
文
学
史
』、
ソ
ミ
ョ
ン
出
版
、
二
〇
〇
〇
、
七
三
一
頁
。

（
39
）　

ホ
ク
ァ
ン
ス
（
호
광
수
）、「
滄
江
金
沢
栄
の
亡
命
漢
詩
に
表
さ
れ
た
状
況
性
」、『
中
国
人
文
科
学
』
32
、
中
国
人
文
学
会
、
二
〇
〇
六
、
六
、
二
二
〇
頁
。

（
40
）　

金
沢
栄
、「
雜
言
」
9
、『
韶
濩
堂
文
集
』
巻
8
。
三
四
七
頁
。
韓
国
古
典
翻
訳
院http://db.itkc.or.kr

で
検
索
し
た
。

（
41
）　

朴
暎
美
、「
森
槐
南
に
よ
っ
て
見
た
愛
国
啓
蒙
期
知
識
人
の
対
日
認
識
」、『
漢
文
学
論
集
』
33
、
槿
域
漢
文
学
、
二
〇
一
一
、
一
八
一
─
二
〇
二
項
。
表
及
び

内
容
は
こ
の
論
文
を
参
照
し
た
。
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（
42
）　

朴
箕
陽
、「
槐
南
先
生
森
博
士
輓
章
」

　
　
　
‘
詞
林
宗
匠
仰
槐
翁
。
四
海
詩
名
百
世
風
。
天
不
仮
年
今
忽
去
。
東
溟
一
夜
捲
文
虹
。’

（
43
）　

兪
吉
濬
、「
槐
南
先
生
森
博
士
輓
章
」

　
　
　
‘
滄
溟
詩
人
森
大
来
。
李
仙
杜
聖
共
徘
徊
。
一
朝
駕
鶴
帰
天
上
。
浩
蕩
余
風
万
里
哀
。’

（
44
）　

趙
民
煕
、「
槐
南
先
生
森
博
士
輓
章
」

　
　
　
‘
八
斗
文
章
世
共
欽
。
十
年
交
誼
我
偏
心
。
哀
詞
遠
和
山
陽
曲
。
赤
阪
青
山
何
処
尋
。’

（
45
）　

溝
部
良
惠
、「
森
槐
南
の
中
国
小
說
史
硏
究
に
つ
い
て
」、『
中
国
研
究
（T

heH
iyoshireview

ofChinesestudies

）』
№
1
、
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
刊
行

委
員
会
（
二
〇
〇
八
。
3
）、
三
三
─
六
七
頁
。

（
46
）　

次
の
漢
詩
は
森
槐
南
が
伊
藤
博
文
に
随
行
し
、
朝
鮮
を
訪
ね
た
途
中
に
書
い
た
も
の
で
日
本
帝
国
の
臣
民
と
し
て
の
使
命
感
が
よ
く
見
え
る
。『
毎
日
新
報
』

に
載
せ
た
輓
詩
、
德
富
蘇
峰
の
「
森
槐
南
逝
く
」
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
‘
極
望
鷄
林
霧
半
披
。
布
帆
不
動
鳥
飛
遲
。
未
知
風
色
何
時
変
。
漫
詫
巌
形
当
面
奇
。
国
弱
誰
扶
傾
厦
急
。
海
平
全
忘
倒
瀾
危
。
群
山
万
壑
空
屛
障
。
眼
看
九

天
雲
下
垂
。’

<

参
考
文
献>

『
善
隣
唱
和
』
1
、
秀
英
舍
、
一
九
〇
八
、

『
善
隣
唱
和
』
2
、
秀
英
舍
、
一
九
〇
八
、

『
納
涼
唱
和
集
』、
秀
英
舍
、
一
九
〇
八
、　　

『
軽
妙
唱
和
集
』、
秀
英
舍
、
一
九
〇
八
、

『
大
東
学
会
月
報
』、
大
東
学
会
、
一
九
〇
八
。

金
沢
栄
、『
韶
濩
堂
集
』、
韓
国
文
集
総
刊　

三
四
七
。

金
允
植
、『
金
允
植
全
集
』、
亜
細
亜
文
化
社
、
一
九
八
〇
。

―
―
―
、『
雲
養
集
』、
韓
国
文
集
総
刊　

三
二
八
。

姜
瑋
、『
古
歡
堂
収
草
文
稿
』、
韓
国
文
集
総
刊　

三
一
五
。

李
櫶
永
、『
日
槎
集
略
』、
韓
国
古
典
翻
訳
院
。

三
島
中
洲
、『
中
洲
文
稿
』、
二
松
学
舎
、
一
九
一
七
。

―
―
―
―
、『
中
洲
詩
稿
』、
二
松
学
舎
、
一
九
九
二
。

末
松
謙
澄
、『
靑
萍
集
』、
隨
鴎
吟
社
、
一
九
二
三
。

森
槐
南
、『
浩
蕩
詩
程
』、
鴎
夢
吟
社
、
一
九
〇
九
。



日本漢文学研究８

— 94 —

―
―
―
、『
槐
南
集
』、
文
会
堂
書
店
、
一
九
一
二
。

許
東
賢
編
、『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集
』
12
、
日
本
国
聞
見
条
件
、
国
学
資
料
館
、
二
〇
〇
〇
。

『
三
島
中
洲·

川
北
梅
山·

崔
成
大
筆
談
錄
』、『
三
島
中
洲
研
究
』vol.4

、
二
松
学
舍
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
〇
〇
九
。

三
島
中
洲[
著]

、
石
川
忠
久
編
、『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
第
1
巻
、
二
松
學
舍
、
二
〇
〇
七
。

三
島
中
洲[
著]
、
石
川
忠
久
編
、『
三
島
中
洲
詩
全
釈
』
第
2
巻
、
二
松
學
舍
、
二
〇
一
〇
。

山
口
角
鷹
編
、『
三
島
中
洲:

二
松
学
舎
の
創
立
者
』、
二
松
学
舎
、
一
九
七
七
。

三
島
正
明
、『
最
後
の
儒
者:

三
島
中
洲
』、
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
八
。
村
山
吉
広
、『
漢
学
者
は
い
か
に
い
き
た
か
』、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
。

猪
口
篤
志 

著　

沈
慶
浩 
外
訳
、『
日
本
漢
文
学
史
』、
ソ
ミ
ョ
ン
出
版
、
二
〇
〇
〇
。

陶
徳
民
、『
明
治
の
漢
学
者
と
中
国
』、
関
西
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
。

三
浦　

叶
、『
明
治
の
漢
学
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
。

―
―
―
―
、『
明
治
漢
文
学
史
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
。　
　

町
田
三
郎
、『
明
治
の
漢
学
者
た
ち
』、
研
文
出
版
、
一
九
九
八
。

―
―
―
―
、『
明
治
の
青
春
』、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
。

朴
暎
美
、『
日
帝
强
占
初
期
漢
學
知
識
人
の
文
明
觀
と
対
日
認
識
』、
檀
国
大
学
校
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
六
。

ホ
ク
ァ
ン
ス
（
호
광
수
）、「
滄
江
金
沢
栄
の
亡
命
漢
詩
に
表
さ
れ
た
状
況
性
」、『
中
国
人
文
科
学
』
32
、
中
国
人
文
学
会
、
二
〇
〇
六
。

溝
部
良
惠
、「
森
槐
南
の
中
國
小
說
史
硏
究
に
つ
い
て
」、『
中
国
研
究
（T

heH
iyoshireview

ofChinesestudies

）』
№
1
、
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
刊
行
委
員
会
、

二
〇
〇
八
。

狐
塚
裕
子
、「
一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士
視
察
団
（
紳
士
遊
覧
団
）
の
来
日
（
1
）
外
務
省
の
対
応
を
中
心
に
」、『
清
泉
女
子
大
学
紀
要
』
56
、
二
〇
〇
八
。

―
―
―
―
、「
一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士
視
察
団
の
来
日
（
二
）」、『
清
泉
女
子
大
学
紀
要
』
57
、
清
泉
女
子
大
学
、
二
〇
〇
九
。

―
―
―
―
、「
一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士
視
察
団
（
紳
士
遊
覧
団
）
の
釜
山
集
結
と
新
聞
報
道
」、『
清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
29
、
二
〇
〇
八
。

―
―
―
―
、「
一
八
八
一
年
朝
鮮
朝
士
視
察
団
（
紳
士
遊
覧
団
）
の
日
本
派
遣
─
日
本
側
か
ら
見
た
派
遣
経
緯
」、『
清
泉
女
子
大
学
紀
要
』
51
、
二
〇
〇
三
。

『
三
島
中
洲
研
究
』:

二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」：
研
究
成
果
報
告vol.1

、
二
松
学
舎
大
学
二
松
学
舎

大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
、
二
〇
〇
六
。

『
三
島
中
洲
研
究
』:

二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」：
研
究
成
果
報
告vol.2

、
近
世
近
代
日
本
漢
文
班
編

二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ　

グ
ラ
ム
事
務
局
、
二
〇
〇
七
。

『
三
島
中
洲
研
究
』:

二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」：
研
究
成
果
報
告vol.3

、
近
世
近
代
日
本
漢
文
班
編

二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
、
二
〇
〇
八
。

『
三
島
中
洲
研
究
』:

二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」：
研
究
成
果
報
告vol.4

、
近
世
近
代
日
本
漢
文
班
編
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二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
、
二
〇
〇
九
。

『
三
島
中
洲
研
究
』:

二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」：
研
究
成
果
報
告vol.5

、
二
松
学
舎
大
学
二
松
学
舎

大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
、
二
〇
一
〇
。

付
記

　

本
研
究
は
日
韓
基
金
第10-0031

号
の
支
援
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

・�

同
文
論　

・
ア
ジ
ア
連
帯
主
義　

・
開
化　

・
儒
学　

・
ア
ジ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー


